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２
年
前
納
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
の 

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　
今
年
４
月
に
２
年
前
納
で
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
を
所
得

か
ら
控
除
す
る
場
合
は
、
全
額

を
納
め
た
年
に
控
除
す
る
か
、

各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る

額
を
各
年
に
控
除
す
る
か
を
選

択
で
き
ま
す
。

◎
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
す

る
場
合

　
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
際

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
各
年
に
控
除
す
る
場
合

　
○
各
年
の
申
告
に
必
要
と
な

る
控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

各
年
の
申
告
時
に
年
金
事
務
所

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
○
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
額
内
訳
明
細

書
」
に
各
年
分
の
控
除
額
な
ど

を
記
入
し
、
各
年
分
の
控
除
証

明
書
と
共
に
税
務
署
や
勤
務
先

の
年
末
調
整
担
当
部
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.n

            e  

nkin.go.jp

          /  
）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

と
そ
の
表
示
方
法
も
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、　

歳
～　
歳
の
方
の
自

７０

７４

己
負
担
限
度
額
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
　
ま
た
、　

年　
月
ま
で
の
限
度

２６

１２

額
認
定
証
ま
た
は
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付

を
す
で
に
受
け
た
方
に
は
、　

月
１２

上
旬
に
市
か
ら　
年
1
月
か
ら
の

２７

新
た
な
認
定
証
を
一
斉
に
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
改
め
て
の
申
請
は

不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

　
１
カ
月
に
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
か
か
っ
た
医
療
費
が
算
定
基
準

額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え

た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、　

歳
未
満
の
方
の
自
己

７０

負
担
限
度
額
は
３
つ
の
所
得
区
分

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
１

２７

月
診
療
分
か
ら
５
つ
の
所
得
区
分

に
分
か
れ
ま
す（
下
表
参
照
）。
ま

た
、
保
険
証
と
併
せ
て
保
険
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
窓
口
で
支
払
う
１
カ
月
分

の
医
療
費
が
一
定
の
金
額
（
自
己

負
担
限
度
額
）
ま
で
と
な
る
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
の
適
用
区
分

　
申
告
用
紙
は　
月
中
旬
ま
で
に

１２

お
手
元
に
届
く
よ
う
発
送
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
で
用
紙

が
届
か
な
い
場
合
は
、
課
税
課
家

屋
資
産
税
係
☎
４
７
０
・
７
７
７

７（
内
線
２
３
４
２
～
２
３
４
４
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
へ
。

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」（
エ
ル
タ

ッ
ク
ス
）
に
よ
る
償
却
資

産
の
申
告
も
可
能
で
す

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税
に
お
け

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
も
の
に
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、

償
却
資
産
が
あ
り
ま
す
。
償
却
資

産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
や

商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
資

産
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
償
却
資
産
を
市
内
に

所
有
す
る
方
は
、　

年
１
月
１
日

２７

現
在
の
資
産
の
所
有
状
況
を
、
１

月　
日
（
金
）
ま
で
に
申
告
し
て

３０
く
だ
さ
い
。

討
会
議
に
お
い
て
検
討
を
行
い
、

「
財
政
健
全
経
営
に
係
る
基
本
的

考
え
方（
答
申
）」を　
月
に
市
長

１１

に
提
出
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
今

後
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、　

年
３

２７

月
ま
で
に
基
本
的
考
え
方
を
取
り

ま
と
め
ま
す
。
そ
の
後
、
具
体
的

な
実
行
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
同
会

議
か
ら
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取

　
市
で
は
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、

財
政
規
律
を
保
持
し
、
自
治
体
と

し
て
の
経
営
目
標
を
持
ち
、
財
政

身
の
丈
の
市
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

財
政
健
全
経
営
計
画
策
定
に
向
け
、

５
月
か
ら
学
識
経
験
者
や
市
民
な

ど
で
構
成
す
る
財
政
健
全
経
営
検

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト
・

臨

時

保

育

士

　
市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の
パ

ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
・
育
休
な

ど
の
代
替
と
し
て
の
臨
時
保
育
士

の
登
録
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
～
８
時
半
と
午
後
５

時
～
６
時
半
（
は
く
さ
ん
・
し
ん

か
わ
・
ち
ゅ
う
お
う
の
各
保
育
園

は
午
後
７
時
ま
で
）。賃
金
は
１
時

間
当
た
り
１
０
５
０
円

　
②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
７
０
円

　
※
①
②
の
い
ず
れ
も
有
資
格
の

方
。
　
申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
、
保
育
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
制
の
た
め
履
歴
書
は
返
却
し

し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
保
育
係
☎
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

課
税
課
臨
時
職
員

　
【
勤
務
内
容
】確
定
申
告
期
の
課

税
補
助
事
務

　
【
雇
用
期
間
】　

年
１
月　

日

２７

１３

（
火
）
～
３
月　
日
（
火
）

３１

　
【
勤
務
時
間
】月
曜
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
【
勤
務
場
所
】
市
役
所

　
【
時
給
】８
９
０
円
。
市
の
規
定

に
よ
り
交
通
費
を
別
途
支
給

　
【
募
集
人
員
】
若
干
名

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
月
）

１２

１５

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

課
税
課
市
民
税
係（
市
役
所
２
階
）

へ
直
接
持
参
を
。

　
※
書
類
選
考
、
面
接
の
上
、
決

定
し
ま
す
。
提
出
し
た
履
歴
書
は

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
２
５
へ
。

市

職

員

　
　
年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す

２７
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
職

種
、
募
集
人
員
、
受
験
資
格
な
ど

は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】閉
庁
日
を

除
く
、　

月
１
日
（
月
）
～　
年

１２

２７

１
月
９
日
（
金
）
の
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時
、
職
員
課
（
市
役
所

４
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

　
※　
月
１
日
以
降
、
市
ホ
ー
ム

１２

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。。

　
【
願
書
の
受
け
付
け
】下
表
の
募

集
受
付
期
間
に
、
本
人
が
同
課
に

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
試
験
日
】
１
月　
日
（
日
）

２５

　
詳
し
く
は
職
員
課
☎
４
７
０
・

７
７
１
６
へ
。

新
た
な
利
活
用
案

　
『
旧
大
道
幼
稚
園
は
児
童
館
と

し
ま
す
』
こ
の
結
論
に
関
連
す
る

事
項
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
①
新
児
童
館
は
「
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
ひ
ば
り
」
と
同
程
度
の
規
模

お
よ
び
機
能
と
す
る
。

　
②
新
児
童
館
で
は
子
育
て
に
関

す
る
情
報
発
信
機
能
の
付
加
に
配

慮
す
る
。

　
③
新
児
童
館
は
新
築
ま
た
は
旧

園
舎
の
改
修
と
す
る
。

　
④
新
児
童
館
の
一
部
を
児
童
館

　
　
年　
月
に
お
示
し
し
た
旧
大

２３

１２

道
幼
稚
園
の
跡
利
用
案
（
階
層
ご

と
に
防
災
備
蓄
倉
庫
と
教
育
相
談

室
と
し
て
の
複
合
利
用
）
に
つ
い

て
、　

年
１
月
に
就
任
し
た
並
木

２６

市
長
は
、
こ
れ
を
見
直
す
方
針
を

示
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
の
下
、

庁
内
に
調
査
お
よ
び
検
討
を
行
う

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

設
置
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
こ
こ
で

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
新
た
な
利
活

用
案
が
市
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

機
能
と
は
別
の
市
民
利
用
施
設
と

し
て
兼
用
す
る
。

　
⑤
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内
の
滝

山
児
童
館
は
新
児
童
館
に
機
能
移

転
す
る
。

　
⑥
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内
の
滝

山
児
童
館
移
転
後
の
施
設
は
、
西

中
学
校
敷
地
内
の
滝
山
教
育
相
談

室
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
暫

定
利
用
し
て
い
る
、
わ
か
く
さ
学

園
発
達
相
談
室
の
移
転
先
と
す
る
。

さ
ら
に
、
滝
山
図
書
館
に
付
属
す

る
施
設
と
し
て
、
学
習
室
な
ど
の

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
。

　
⑦
閉
館
中
の
く
ぬ
ぎ
児
童
館
も

新
児
童
館
に
機
能
移
転
し
、
用
地

は
売
却
し
て
児
童
館
施
設
整
備
の

財
源
と
す
る
。

　
こ
の
利
活
用
案
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
【
閲
覧
期
間・場
所
】
閉
庁
日
を

除
く　
月
１
日（
月
）～　
日（
水
）

１２

２４

に
、
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
同
２
階
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

　
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】　
月
５

１２

日
（
金
）
～　
日
（
水
）
に
（
必

２４

着
）、「
旧
大
道
幼
稚
園
跡
の
新
た

な
利
活
用
案
」
と
明
記
し
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
代
（
例
＝　
代
）、

４０

ご
意
見
（
書
式
は
自
由
）
を
記
入

の
上
、〒
２
０
３－

８
５
５
５
、市

り
ま
と
め
、　
年
８
月
ま
で
に「
財

２７

政
健
全
経
営
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。
　
ま
た
、
財
政
健
全
経
営
検
討
会

議
委
員
か
ら
外
部
評
価
委
員
を
選

任
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
事
業
評

価
に
外
部
評
価
を
加
え
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
頂
い

た
評
価
に
各
所
管
課
な
ど
の
考
え

を
付
し
た
形
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

る
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
呼
称
）
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
申

告
も
可
能
で
す
。
利
用
に
際
し
て

は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０・０
８
１
４
５
９（
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
☎
０
３
・
５

５
０
０
・
７
０
１
０
）
へ
。
受
付

時
間
は
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
祝
日
と　
月　
１２

２９

日
～　
年
１
月
３
日
は
除
く
）。

２７

役
所
企
画
調
整
課
宛
て
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス（
４
７
０・７
８
０
４
）
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル（ki   kakuchose

         i  

@
city.higa

 
         s  hikuru

      me.lg.jp

        
）
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご
意

見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　
※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
個
人
情
報
を
除
い
た
上
で
要
約

し
、
後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
す
。
ご
意
見
に
対
し
て
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
０
２
へ
。

な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
健
全
経
営
に
係
る

基
本
的
考
え
方
（
答
申
）
は
、　
１２

月
１
日
（
月
）
か
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、

行
政
管
理
課
（
同
６
階
）、
中
央
・

滝
山
・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各

図
書
館
、
下
里
・
南
町
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
図
書
室
、
野
火
止
地
区

セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
行
政
管
理
課
☎
４
７

０
・
７
７
０
４
へ
。

26年12月まで（変更前）
4回目以降（※2）3回目まで区　分
８万３,４００円１５万円＋（医療費－５０万

円）×１％
上位所得者　旧ただし書き所得
（※１）６００万円超Ａ

４万４,４００円８万１００円＋（医療費－
２６万７,０００円）×１％

一般　旧ただし書き所得（※１）
６００万円以下Ｂ

２万４,６００円３万５,４００円住民税非課税世帯Ｃ

※１　旧ただし書き所得とは、総所得金額・山林所得金額・株式・長期（短期）
譲渡所得金額の合計額から基礎控除額３３万円を控除した金額（雑損失の繰越控除
額は控除しません）
※２　過去１２カ月に４回以上高額療養費の支給を受けた場合の４回目以降の額

財
政
健
全
経
営
に
係
る
基
本
的
考
え
方（
答
申
）

お
よ
び
外
部
評
価
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

旧
大
道
幼
稚
園
跡
の
新
た
な
利
活
用
案

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
）
を
募
集
し
ま
す

　

歳
未
満
の
方
の
医
療
費
の

７０自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

  

W

I N E C O U N
T Y

（
身
体
障
害
者
）

市職員募集の職種・受験資格・採用予定者数・受付期間など

　※いずれの職種も平成27年3月卒業見込みの方を含みます。

受付期間人数受験資格など職種と試験区分

１２月１７日（水）
・１８日（木）午
前９時～正午、
午後１時～５
時

若干
名

昭和６０年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方Ⅰ類（大学
卒程度）

一般
事務 昭和６２年４月２日～平成７年４月１日に生まれた方Ⅱ類（短大

卒程度）

平成元年４月２日～９年４月１日に生まれた方Ⅲ類（高校
卒程度）

２７年１月７日
（水）～９日
（金）午前９
時～正午･午
後１時～８時、
１０日（土）午前
９時～正午･
午後１時～５
時

若干
名

身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を
受け､次の①～④の全てを満たす方
①Ⅰ類＝昭和６０年４月２日～平成５年４月１日に生まれた
方▶Ⅱ類＝昭和６２年４月２日～平成７年４月１日に生まれ
た方▶Ⅲ類＝平成元年４月２日～９年４月１日に生まれた
方②職務の遂行と通勤が自力でできる方③通常の勤務時間
（原則として週３８時間４５分､１日７時間４５分）に対応できる
方④活字印刷文の筆記試験に対応できる方

Ⅰ類（大学
卒程度）

一般
事務

Ⅱ類（短大
卒程度）

Ⅲ類（高校
卒程度）

１人昭和５０年４月２日～平成５年４月１日に生まれ､土木（関
連）学科を履修した方

Ⅰ類（大学
卒程度）

土木
技術

１人昭和５０年４月２日～平成５年４月１日に生まれ､建築（関
連）学科を履修した方

Ⅰ類（大学
卒程度）

建築
技術

２人昭和５０年４月２日以降に生まれ､保健師の資格を有する方､
または平成２７年３月末までに資格取得見込みの方保健師

4回目以降（※2）3回目まで区　分
14万100円25万2,600円＋（医療費－

84万2,000円）×1％
旧ただし書き所得（※1）901万
円超ア

9万3,000円16万7,400円＋（医療費－
55万8,000円）×1％

旧ただし書き所得（※1）600万
円超～901万円以下イ

4万4,400円8万100円＋（医療費－
26万7,000円）×1％

旧ただし書き所得（※1）210万
円超～600万円以下ウ

4万4,400円5万7,600円旧ただし書き所得（※1）210万
円以下エ

2万4,600円3万5,400円住民税非課税世帯オ

27年1月から（変更後）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

申
告
は　

年
１
月　

日
（
金
）
ま
で
に

２７

３０

（
身
体
障
害
者
）


